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指名競争入札

　池田　裕明（委員長職務代理者）

一般競争入札
（事後審査型（郵送方

式））

公募型指名競争入札

委員会による建
議の内容

なし

回　　　答

別紙のとおり

意見・質問

別紙のとおり

委員からの意見・
質問、それに対
する回答

随意契約

一般競争入札
（事後審査型（持参方

式））

議　事

　毛満　良子

抽出案件（総件数）

平成２７年４月１日～平成２７年９月３０日

　齊藤　久美子

一般競争入札
（事後審査型（電子入札

方式））

平成２７年度　第２回和歌山市入札監視委員会　議事概要

　平成２８年３月１７日（木）

　市役所東庁舎４階　入札室

　井伊　博行（委員長）

出席委員氏名

開催日及び場所

審議対象期間

一般競争入札
（事前審査型）



和歌山市入札監視委員会 
平成２７年度 第２回会議録 

 
（建設総務課分） 
[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

① 河西橋水管橋（Ｐ１－Ｐ３）撤去工
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事務局（建設総務課）：抽出事案の概要説明 

本工事は、一級河川である紀の川に架かる河

西橋の橋梁健全度が低下していることにより、

市民に安全で快適な道路環境を確保すること

を目的とし、早急に安全な通行ができるよう橋

梁の架け替えを行うため、管径６００ｍｍ、杭

長約３０ｍ鋼管６本水管橋支持杭の撤去を含

む２スパンの既設河西橋水管橋の解体撤去工

事になります。 
この工事の既設水管橋支持杭は、国交省との

施工協議により、河川内の杭（橋脚）を抜き、

全長撤去することが条件となっていますが、和

歌山県内での施工実績が少なく、施工業者が限

られたと考えられます。また、施工期間が非出

水期である１０月１５日から翌６月１５日と

限られているなかで、仮桟橋工 距離１２０

ｍ、仮設スロープ工 距離３１ｍの大規模な仮

設桟橋の設置及び撤去があり、その占める賃料

が高く、その安全面及び環境面での配慮が経費

を高くしている原因になったと思われ、企業努

力で経費を削減することができなかったと考

えられます。また、一級河川紀の川での施工で

あるため、管理者である国土交通省和歌山河川

国道事務所等と協議、調整が不可欠であり、元

請業者の采配ですすめる工事ではなく、手間な

どの要素が多くなっていることもあり、入札参

加者が少なく、落札率が高くなったと考えられ

ます。 
 

委 員：はい、わかりました。 
 



[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

② 有功第１雨水幹線工事その４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事務局（建設総務課）：抽出事案の概要説明 

本工事は、和歌山市有功地区の浸水被害軽減

を図ることを目的とし、有功用水路に函渠を布

設する工事です。 

この函渠を計画する際、工法を比較検討した

結果、当該施工条件（家屋が両側に近接した狭

い道路、河川）に最も適しているオープンシー

ルド工法を採用しています。 

オープンシールド工法は、オープンシールド

機を使用して土留めをしながら、シールド機掘

進、ボックスカルバート据付、ボックスカルバ

ート上部の埋戻しまでの作業を繰り返しなが

ら施工する工法で、軟弱地盤や地下水位の高い

砂地盤等で施工が可能で、浸水対策等で早期に

工事を施工できるなど近隣住民の要望に応え

られるなどの多くの利点を有しているものに

なります。 

今回の工事は、今までに余り例のない工法

（オープンシールド工法）であり、一般土木工

事では、実績を重ねノウハウが備わった上です

ることも可能でありますが、今回はノウハウも

なく経費等削減に至らなかったため、実勢価格

近くになったと考えられます。また、和歌山市

園部地内にて平成２４年以降継続的に行って

いますが、それまで本市では１０年くらい前に

１度あるだけであり、全国でもまだ施工実績が

少なく、県内においても、紀南で３件の施工実

績しかないこともあり、入札参加者が少なく、

落札率が高くなったと考えられます。 

 
委 員：はい、わかりました。 
 
 
 
 



[事後審査型一般競争入札（持参方式）] 

③ 杭ノ瀬診療所解体工事設計業務委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事務局（建設総務課）：抽出事案の概要説明 

本設計業務は、杭ノ瀬診療所の耐震性能の

不足及び老朽化など様々な課題を抱えている

ことから、市民サービスの向上を目指して建

替えを行うため、杭ノ瀬診療所解体工事に係

る設計業務を委託し、現在、新しく杭の瀬児

童館等複合施設として基本設計業務（平成２

７年１２月１５日に入札、業者選定済）を進

めております。 

解体してなくなる建物に対し設計業務を委

託する必要性についてですが、解体工事の安全

対策や解体に伴い発生する廃材の適正処理、ま

た、アスベスト含有建材の適正な除去等、法令

改正も踏まえて適正な解体工事費の算定を行

うため、積算基礎となる数量の算出が必要であ

ることから、解体工事に係る設計業務があり、

また、解体後、新しく杭の瀬児童館等複合施設

の建設を計画していることから、土壌調査、ア

スベスト分析及び既存構造物の基礎等、新設す

る建物が支障をきたさないよう現地での調査

が必要で、既存建築物の図面では、基礎等把握

しきれない部分があることから市の技術職員

の力量や業務範囲から判断して当該業務の委

託を実施しました。 
現在、多くの自治体においても解体工事に係

る設計業務を委託しており、本市においては、

構造種別が木造等、容易な案件の解体工事費の

算定については、技術職員が行っております。 
 

委 員：はい、わかりました。 
 
 
 
 
 



【現場視察】 
なし 
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